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細やかな気遣いで担い手を育て
広がっていくネットワーク

事業名▲

鳥獣被害対策における中間支援組織の育成・
   提言・ネットワーク化
助成内容▲

2014～2018年度　フロントランナー助成
助成金額（千円）▲

（’14）5,877  （’15）6,698  （’16）7,399  
   （’17）7,444  （’18）6,225

　獣害対策に課題を抱える地域・団体を結び、
人材育成を担う「けもの塾」を通して、獣害対策を
仕事とする「けもののまち医者」を育てる。それが
活動の主な目的です。「けもののまち医者」とは、
獣医ではありません。野生動物の生態を知って
おり、被害を分析したうえで、獣害対策の知識や
技術を活かして、効率の良い捕獲の方法など最
適な処方箋を地域に提供できる。いわば、地域に
合わせた獣害対策のかかりつけ医です。
　「こうした人材育成に欠かせないのが、手厚い
フォローアップです。『けもの塾』の受講生がそれ
ぞれの地域に戻ったとき、研修で学んだ内容を地
域に落とし込む際にアドバイスなどの依頼があれ
ば、全国どこへでも出かけます。その機会に各自
治体の獣害対策担当者とも会ってネットワークを
広げています。こうした活動ができるのも、助成金
のおかげです。」（メタセコイアの森の仲間たち・
興膳健太さん）
　全国規模でのネットワークづくりの成果として、
2018年、支援していた2つの団体・自治体が農林
水産省の生産局長賞を受賞しました。受賞した
自治体の担当者は「けもの塾」に参加しており、

　「けもの塾」を軸とした中間支援組織の育成に
加え、今後全国へ獣害対策を展開する新しい試
みとして、「クラウドハンター」があります。獣害対
策が必要とされる地域の多くは、過疎や高齢化が
進む中山間地域です。こうした地域を盛り上げて
いくための取組みを始めました。
　「クラウドハンター」は、罠猟の基本を学び、実際
に山の中に入って罠と赤外線カメラを設置します。
後日獲物が掛かると、赤外線カメラからリアルタイ
ムで罠の状況についてメールが届き、参加者はオ
ンライン上で交流しながら罠の設置場所の調整な

　メタセコイアの森の仲間たちは、キャンプ場や
林間学校における自然体験プログラムなどの支
援を行うNPOです。イノシシ、シカ、クマなど野
生動物の被害の拡大に伴い、2006年より、新た
な活動として各地域の獣害対策団体を繋ぎ、ネッ
トワークづくりを開始しました。狩猟や駆除にと
どまらず、野生動物を産業・観光などの地域づくり

獣害対策を担う人づくりが評価されたものです。
また、野生動物に関連する就職情報をオンライン
で発信する「けもJOB」の開設、各地域の猟友会
との連携など、獣害対策のネットワークは新たな
広がりを見せています。

どを行うことができるのです。従来の罠猟は毎日
現場を見回る必要がありましたが、「クラウドハンタ
ー」なら都市にいながら猟を体験することができ、
都市と中山間地域との新しい繋がりも生まれます。
　「金曜日の夜に獲物が掛かった映像が参加者
へメールで配信され、翌朝4人が現地に集まった
こともあります。外部から人が訪れると、地元も盛
り上がりますね。いわゆる狩猟ツーリズムを通し
て、中山間地域を活性化し、新しい獣害対策の担
い手も育てていくのが、『クラウドハンター』の狙
いです。」（興膳健太さん）

の資源として活用することが目標です。
　2014年、全国1745の市町村へのアンケート
と専門家へのヒアリングを実施し、獣害対策の
課題を明確にしたうえで、2015年に獣害対策
白書を発行しました。さらに同年より、岐阜、新
潟、千葉、山梨の全国4地域で「けもの塾」とい
う獣害対策の担い手を育成するための研修を

設置したカメラでシカが撮影された

電気柵の設置方法など現場で一つずつ学んでいく

講師により捕獲方法が説明されている様子今必要とされる獣害対策を提案 「集落環境診断」で地域の被害の共有や今後の計画を立てる

ベストプラクティス事業 Case3

1. 活動について
獣害対策の担い手を育成しながら
全国的なネットワークを構築

2. 活動の成果と助成金の活用方法
研修生への丁寧なフォローアップにより、

「けもののまち医者」を全国へ

3. 助成終了後の活動
中山間地域の振興を目指して、

「クラウドハンター」「けもの検定」を実行中

（特非）メタセコイアの森の仲間たち
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SNSでつながる研修生の学び合い
「けもの塾」の参加者は、3〜4泊の研修の
中で親睦を深め合い、研修が終わった後も
SNSを使ってコミュニケーションを取り合っ
ています。その中で、互いの知らない情報
や新しい気づきを共有することも。研修を
受けて終わりではなく、その後もフォロー
アップを通して、研修生相互の学び合いが
できる場を提供することが大切です。
こうして育った研修
生たちが、「けものの
まち医者」として地
元に密着したアドバ
イザーになっていく
のです。

（興膳健太さん）

  さらに、今後は「けもの検定」の資格化を検討中。
「けもの塾」を受け、獣害対策の知識を持った証
として認定します。人づくりを核としたネットワーク
は、全国へ拡大しながら、“獣害”を“獣益”へと変
えていきます。

獣害被害に悩む地域の人たちと繋がり、
一人一人の担い手を丁寧に育成していく
ことで、同じ方向を向いて獣害対策に取り
組む人が全国に増え
ていく。岐阜から生ま
れた「ふるさとけもの
ネットワーク」の輪が、
今後もさらに広がり
続けていくことを期
待しています。

（地球環境基金 大里）

実施。2017年度までに200名以上が受講して
います。
　2018年には全国13団体にネットワークを広
げ、全国の中間支援組織を結ぶ「ふるさとけもの
ネットワーク」を設立。全国の鳥獣被害対策の担
い手育成を加速させています。

ベストプラクティス事業の3事例目として、
（特非）メタセコイアの森の仲間たち より、興膳健太さんにお話を伺いました。

活動のポイント

基金担当者から




